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保存科学研究集会は，1985年３月１９．２０｢ I の２１１間にわたり，奈良|韮|立文化財研究所．満堂

で附かれた。保存科学関係拙刈i 薪をはじめ，関連諸分野から約6 0 名が参加した。

発掘Ｉ淵査に伴う遺跡・遺物の保存科学的な問題が今I : I ますます多様化し，かつ，尚度な専門

技術が要求されるようになってきた。今剛は，保存科学の現状と問題点について，研究成果を

報告・討議し，さらにお~/ I : いの情報を交換することを| I 的とした。限られた時間内で蚊大の効

果をあげるため，研究発表( ７件) に加え，ボスターセッション（９件) や保存科学関連機器検討

会をI 没けるなど，新しい企画を盛りこんで行われた。

第１ＨＩＩは，坐洲報告( 沢田正昭) に統き，出土漆製11 1 1の顕微鏡観察から製作の技法を推定し，

保存処理の基礎データをなす報告( 永烏正春) ，出上木材の各種保存処理法と強度および寸法安

定性に関する報告( 琳沢文武) ，高松塚占墳の修復に関する報倍( 増田勝彦) ，岩石に対する減圧含

没工法の効果（秋山隆保）などの研究発表が行われた。さらに，ボスターセッションでは金属製

遺物のサビと保存( 秋山隆保) ，水製品の保存処理に関する妓近の問題（内I 1 I 1俊秀) ，中国甑吏陶

|的の修俊保存( 岡田文男) ，植物質繊維加工品の保存処理( 中川正人) ，」l ﾐ倉院龍物の非破壊分析

( 成瀬正和) ，６０ﾉ J 年前の水浸出土木材の保存( 橋本清一) ，Ｉ－Ｉｉ性子ラジオグラフイー( 蛎沢文武) ，動

他物辿体の保存( I j I I 二1 , 城治) ，石造物の保存( 山H1拓伸) など幅広い研究成果が紹介された。

第２ＩＩｌＩは，赤外線の利川による漆紙，蝿. 餅，装飾古墳壁I I 1 1 i 等の研究( 三浦定俊) ，象恢遺物

の表出技法の研究( 四1 1 1 要一) ，開陽丸や新安沖の海底出上遺物を典休例にあげた，海底出土辿

物の保存処理( 沢田正昭）について報皆された。続いて，保存科学関連機器検討会が行われ，妓

後に総合制Ｉ義が行われた。

総合紬義では，漆製1 7 , の保存処理，遺跡の蝿出保存の問題などを' ' １心に活発な意見が交換さ
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れた。特に，瑞石の硬化方法とその

効果について，総合的な観点から研

究をすすめるべきであるとの恵兄が

述べられた。また，わが国では，緒

についたばかりではあるが，海底出

土進物の保存処理，特に脱蛎処理に

関する，より効果的な方法の開発に

強い関心が寄せられた。保存科学の，

今後ますますの研錨を合『; 典に群を

閉じた。（沢閉正昭）


